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今はたくさんのたてものが

たっているよ。

め てあ
7　調布市のうつりかわり①・②

昔
むかし

と今の調布のようすをくらべてみよう。

　下の写真は，昭
しょうわ

和２２年（１９４７年）ごろの調布のようすです。
昭和３０年（１９５５年）に調布町

まち

と神
じんだいまち

代町が１つになって，調
布市がはじまりました。現在の調布市のようすとくらべて，どの
ようなちがいがあるか見つけましょう。

①昭和２２年（１９４７年）ごろの調布

昔は畑が多かったんだね。

調布町調布町

甲甲
こうしゅうかいどうこうしゅうかいどう

州街道州街道

調調
ちょうふひこうじょうちょうふひこうじょう

布飛行場布飛行場

神代村神代村

市の様子のうつりかわり
● 調布市のようす● 
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②令和元年（２０１９年）現在の調布

どんなしせつやたてものが

多く作られているのかな。

次のページでくわしくみてみよう！

もっと近
ちか
くから見てみ

たいね。

甲甲
こうしゅうかいどうこうしゅうかいどう

州街道州街道

東京スタジアム東京スタジアム

中中
ちゅうおうこうそくどうろちゅうおうこうそくどうろ

央高速道路央高速道路
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昔は線
せ ん ろ

路が外に出ていたん

だね。今は地下を走ってい

るよ。

ビルがたくさん，

たっているよ。

デパートや広場があるね。

たくさんの人が住むように

なったんじゃないの？

①調布駅前ロータリー
昭和 40年ごろ（1965年ごろ）

②調布駅前ロータリー②調布駅前ロータリー
昭和 60年ごろ（1985年ごろ）昭和 60年ごろ（1985年ごろ）

③調布駅前ロータリー③調布駅前ロータリー
令和元年（2019年ごろ）令和元年（2019年ごろ）



わたしたちの住む調布市のようすは，どのようにうつ
りかわってきたのだろう。

80

写
しゃしん
真のようすから気づいたことや，わかったことを話し合いましょう。

今とだいぶ，ようすがちがうね。

 学習問題

④

⑥ ⑦

⑤

仙川駅前の商
しょうてんがい

店街　④⑥昭和48年（1973年），⑤⑦令和元年（2019年）
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田

畑

くわ畑

山
さんりん

林

市
し が い ち

街地など

81

め てあ
7　調布市のうつりかわり③・④・⑤

④商
しょうぎょう

業・サービス業
ぎょう

施
し

設
せつ

などの写真（現在）

②多
たまがわじゅうたく
摩川住宅の写真（現在）

③ジューキ工場の写真（昭和30～40年頃）

①田
た

畑
はた

の写真・染地より（昭和35年頃）

● 土地利用のうつりかわり・人口の変化 ● 

昔とくらべて，土地の使われ方は
どうかわっていったのだろう。

調布市の土地利用図（昭和20～30年頃）
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①調布市の土地利
り

用
よう

図（現在）

田・畑

住
じゅうたく

宅・商
しょうぎょうち

業地

山
さんりん

林・緑
りょくちこうえん

地公園など

住宅やお店など，たくさんたてら

れるようになったんだね。どんど

ん人口もふえていっているね。

②調布市の人口推移グラフ
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畑
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山
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林

市
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め てあ
7　調布市のうつりかわり⑥・⑦・⑧

鉄
てつどう

道や公
こうきょう

共バス，道
ど う ろ

路などは，
どのように整

せ い び

備されてきたのだろう。

●  交通のうつりかわり ● 

○駅
えき

や鉄
てつどう

道

①金子駅【現つつじが丘駅】①金子駅【現つつじが丘駅】
昭和 28年ごろ（1953年ごろ）昭和 28年ごろ（1953年ごろ）

③つつじが丘駅③つつじが丘駅
令和元年（2019年）令和元年（2019年）

②つつじが丘駅②つつじが丘駅
昭和 58年ごろ（1983年ごろ）昭和 58年ごろ（1983年ごろ）
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○甲
こうしゅうかいどう

州街道

④④甲甲
こうしゅうかいどうこうしゅうかいどう

州街道州街道【滝坂前】【滝坂前】
昭和 42年ごろ（1967年ごろ）昭和 42年ごろ（1967年ごろ）

⑦⑦甲甲
こうしゅうかいどうこうしゅうかいどう

州街道州街道オリンピックマラソン折り返し地点オリンピックマラソン折り返し地点
昭和 39年（1964年）昭和 39年（1964年）

⑤⑤甲甲
こうしゅうかいどうこうしゅうかいどう

州街道州街道【滝坂前】【滝坂前】
令和元年（2019年）令和元年（2019年）

⑥⑥甲甲
こうしゅうかいどうこうしゅうかいどう

州街道州街道オリンピックマラソン折り返しオリンピックマラソン折り返し
地点令和元年（2019年）地点令和元年（2019年）

⑧記念の⑧記念の石石
せ き ひせ き ひ

碑碑

昔の東京オリンピックでは，

調布市にマラソンの折り返し

地点があったんだね。

人口がふえていくにつれ，鉄

道も道路も，きれいに，使い

やすく，せいびされていって

いるよ。
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め てあ
7　調布市のうつりかわり⑥・⑦・⑧

鉄
てつどう

道や公
こうきょう

共バス，道
ど う ろ

路などは，
どのように整

せ い び

備されてきたのだろう。

●  交通のうつりかわり ● 

○駅
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道
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○バス

③現在のようす（仙川バス停）③現在のようす（仙川バス停）②昔のようす（甲州街道・仙川）②昔のようす（甲州街道・仙川）

今の路線図とくらべてみると，たくさんの

路線が作られたのがわかるね。

赤く囲
かこ

ったところを見て。同じ看
かんばん

板がある

よ。これは同じ場所だね。

①開
かいせつとうしょ
設当初のバス路

ろ
線
せん
図
ず
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め てあ

火事がおきると、どうなるか考え、
学
がくしゅうもんだい

習問題を立てよう。

●  調布市のようす ● 
7　調布市のうつりかわり⑨・⑩

め てあ

調布市には，どのような公
こうきょう

共のしせつが
たてられてきたのだろう。

● 公
こうきょう

共のしせつのうつりかわり● 

今は，たづくりの中に図書館

があるね。

④昔の調布市役所④昔の調布市役所
昭和 34年（1959年）昭和 34年（1959年）

⑤現在の調布市役所⑤現在の調布市役所
令和元年（2019年）令和元年（2019年）

⑥現在のたづくり⑥現在のたづくり
令和元年（2019年）令和元年（2019年）

⑦現在の中央図書館⑦現在の中央図書館
令和元年（2019年）令和元年（2019年）

⑧昔の調布図書館⑧昔の調布図書館
昭和 42年（1967年）昭和 42年（1967年）
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５年生になると，連合音

楽会で行くみたいだよ！

ぼくも利
り
用
よう
したことが

あるよ。

①グリーンホール①グリーンホール
昭和 57年（1982年）昭和 57年（1982年）

②グリーンホール②グリーンホール
令和元年（2019年）令和元年（2019年）

これは，どこの工場でしょう？
（昭和 48年ごろの写真です。）

市
し

役
やく

所
しょ

の方のお話
　これまで調布市では，市民のみなさんが安心して，べんりに生活していけるようなまちを目ざ
して，しせつづくりを行ってきました。昔からあるグリーンホールでは，講

こうえん

演会のほかに，調布
市の小学生による音楽会など，はば広くイベントが開かれています。たづくりでは，さまざまな
活
かつどう

動が一度
ど

に行えるよう，たくさんの部
へ や

屋がもうけられています。これからも，その時代ごとの
きぼうや願

ねが

いにこたえていけるよう，活
か っ き

気とにぎわいのある楽しいまちづくりをしていきたいです。
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〇学校

自分たちの学校のことを，もっとくわしく

調べてみようよ。

③深大寺小学校③深大寺小学校
昭和 28年（1953年）昭和 28年（1953年）

④深大寺小学校
令和元年（2019年）
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ど
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ねが

いにこたえていけるよう，活
か っ き

気とにぎわいのある楽しいまちづくりをしていきたいです。



89

め てあ
7　調布市のうつりかわり⑪

● くらしのうつりかわり ● 

昔と今の生活のようすをくらべてみよう。

知らない道具がありそうだね。 今使っているものと同

じ道具もあるかもね。

　これは，わたしたちのおじいさんやおばあさんが子どものころ

の商店がいにあったお店の写真です。このころは，どんな生活を

していたのでしょう。

①旧
きゅうこうしゅうかいどうぞ
甲州街道沿いの雑

ざっかてん
貨店　　昭和４０年ごろ（１９６５年ごろ）
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　これは「せんたく板」といって，昔，せんたくをするときに使

われていた道具です。どのように使われていたのでしょう。

どのように使うのだろう。

このみぞは，何のために

あるのかな。

家
か
庭
てい
科
か
室
しつ
にもあったよ。

今でも使っているのかな。
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①せんたく板を実際に使っている写真（昔）

②今のせんたく機

③せんたく板を使っての体験

　「せんたく板」のほかにも，昔の道具

があります。使ってみて，気がついたこ

とや思ったことを，ノートなどにまとめ

てみよう。
このまどは，何のため

にあるのだろう。

④七りん ⑤七りんのまど⑤七りんのまど

どんどんよごれがとれ

たよ。
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7　調布市のうつりかわり⑫

め てあ
● 昔の道具調べ ● 

昔の道具をさがしてみよう。

調べる計画

　 ほかにも，どんな昔の道具があるでしょうか。調べるための計

画を立てましょう。

①おじいさんやおばあさんに子どものころの生活のようすを聞く。

・道具の名前

・使う場面

・使い方

・大きさや形　　など

②おじいさんやおばあさんが使っていた，昔の道具を持ちよる。

③ 近くにある，昔の道具がのこっている場所に行ってさがしてみる。

〈むかしの道具がのこっている場所〉

・郷
きょうどはくぶつかん
土博物館

・深
じんだいじすいしゃかん
大寺水車館

・むかしからある農
のうか
家

・小学校の郷
きょうどしりょうしつ

土資料室　　など
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7　調布市のうつりかわり⑬

め てあ
● 道具のうつりかわり ● 

昔の道具と今の道具をくらべよう。

　調べた昔の道具が，今どのようなすがたにうつりかわって，

せんたく板 二
に
槽
そう
式
しき
洗
せん
濯
たく
機
き

ほうき 紙パック式掃
そう
除
じ
機
き

かまどなべ ガス炊
すい
飯
はん
器
き

昔の電話 黒電話
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使われてるのか，くらべてみましょう。

全自動せんたくき ドラム式洗濯機

コードレス掃除機 自動掃除ロボット

電気炊飯器 全自動炊飯器

携
けい
帯
たい
電話 スマートフォン

〈くらべ方〉

・すがた　・使い方　・長所　・短所　・その他の知
ち え

恵
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め てあ

地いきのおじいさんやおばあさんに
昔のことを聞いてみよう。

● 昔のくらしをインタビュー● 
7　調布市のうつりかわり⑭

　学校のそばに住んでいるおじ

いさんやおばあさんに，昔の道

具を使っていたころの人々のく

らしについてお話をうかがって

みましょう。また，そのころの交通やしせつなど，昔の調布のよ

うすを教えてもらいましょう。
ちいきにすんでいるおじいさんやおばあさんのお話
明
めい

治
じ

のころ , 調布あたりに住んでいた人は，おもに田や畑の仕事や
ようさんといってかいこをかう仕事をしていました。
　明治 10年（1877 年）ごろからランプが使われ始め，夜なべ仕事
もできるようになりました。毎日のくらしにひつような食べ物や着る
ものは，ほとんど自分の家で作っていました。ガスもなかったので，
家の中の土

ど 　 ま

間にあるかまどで火をたいて食事をつくりました。
　そのころは自動車や電車がなかったので，遠くに出かけることは，
ほとんどありませんでした。 内田さん



96

め てあ

調布市のうつりかわりや
昔のくらしをまとめよう。

●  道具とくらしのうつりかわり ● 
7　調布市のうつりかわり⑮

　調布の町がど

のようにうつり

かわってきたの

か，その時代ご

とに使われてき

た道具につい

て「調布市年表」

にまとめ，学習

して思ったことや考えたことを話し合いましょう。

この道具はどのように使うのでしょうか。

    単元のまとめ
調布市は電車や道路，住宅地がせいびされたことをきっ
かけに，多くの人がうつり住み，くらすようになりま
した。また，よりよい生活を目指し，便

べん

利
り

な道具が作
られていくことにより，人々のくらしが，ゆたかにはっ
てんしていきました。
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地いきのおじいさんやおばあさんに
昔のことを聞いてみよう。

● 昔のくらしをインタビュー● 
7　調布市のうつりかわり⑭
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明
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治
じ
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これまで学習したことをもとに，
調布市の未

み

来
らい

について考えよう。

● 調布の未来 ● 
7　調布市のうつりかわり⑯・⑰

長
なが
友
とも
　貴

よし
樹
き
市長

　調布市がよりよいまちになるように，わたしたちは，目指すべきまちの
将
しょうらいぞう

来像を『ともに生き ともに創
つく

る 彩
いろど

りのまち調布』とし，それを実
じつ

現
げん

す
るための考えをまとめた『調布市基

き ほ ん こ う そ う

本構想』を作りました。
　みなさんも，わたしたちといっしょに，調布市の未

み

来
らい

のまちづくりにつ
いて考えてみましょう。

調布市基
き

本
ほん

構
こう

想
そう

１　 安全に安心して住み続
つづ

けられるために
　災

さいがい

害に備
そな

え，お互
たが

いに助け合うまち，みんなが協
きょうりょく

力して犯
はんざい

罪を防
ふせ

ぐまちにしていく。

２　安心して子どもを産
う

み育てられ，将
しょうらい

来を担
にな

う子ども・若
わか

者
もの

が力を発
は っ き

揮できるために
　子育てに関する支

し え ん

援を広げ安心して子どもを育てられるまち，子ども・若
わかもの

者が，様々な
活動や交流を通して，活

かつ

躍
やく

できるまちにしていく。

３　みんなで支
ささ

え合い，いつまでも心穏
おだ

やかに暮
く

らすために
　子ども・若

わかもの

者から高
こうれいしゃ

齢者まで，地
ち

域
いき

で支え合いながら，居
い

心
ごこ

地
ち

の良
よ

い居
い

場
ば

所
しょ

づくりを進め，
住み慣

な

れた場所で暮
く

らし続けられるまちづくりをしていく。

４　学びやスポーツを通じ，誰
だれ

もが充
じゅう

実
じつ

した毎日を過ごすために
　生

しょうがい

涯にわたって誰
だれ

もが学び合ったり，スポーツに親しんだりして，生き生きと過ごせる
まちにしていく。

５　多
た

様
よう

性
せい

を認
みと

め合い，安心して自分らしく暮らせるために
　誰

だれ

とでも差
さ

べつなく関わり合い，みんなが自分らしくいられる社会にしていく。

６　調布ならではの魅
み

力
りょく

にあふれ，活気に満
み

ちたまちにするために
　調布ならではのよさを生かして，発

はってん

展するまちにしていく。

７　地
ち

域
いき

の特
とくちょう

徴を生かした快
かいてき

適で利
り べ ん せ い

便性に富
と

むまちをつくるために
　地

ち

域
いき

の特
とくちょう

徴を生かしたまちづくりをし，みんなが住みやすいまちにしていく。

８　豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

と人が共
きょう

生
せい

する，持
じ ぞ く か の う

続可能なまちをつくるために
　豊

ゆた

かな自
し

然
ぜん

を大切にし，環
かんきょう

境にやさしい，誰
だれ

もが住み続けることができるまちに
していく。

98

未来の調布市の人口

「これから調布市は，どんなまちになっていくとよいのでしょうか。」

 「わたしは，高
こう
齢
れい
者
しゃ
と子どもがもっと交流できるようなまちになっ

てほしいわ。」

 「調布市は緑が豊かだから，これからも自然が豊かなまちであって
ほしいな。」

調布市人口の未
み
来
らい
予そく 人口の年れい別割

わり

合
あい

の未
み
来
らい
予そく

出
しゅってん
典：令和４年３月調布市の将

しょうらい
来人口推

すい
計
けい

出
しゅってん
典：令和４年３月調布市の将

しょうらい
来人口推

すい
計
けい

み     らい

み     らい

調布の人口はへっているね。
でも 65さい以上の
高
こう
齢
れい
者
しゃ
は増えているね。

未
み
来
らい
の調布市のために「まちづくりプラン」を考えよう！

　これまで「こんな調布になってほしい」という願
ねが

いを話し合ってきました。
そのようなまちにするためには，どんなことをすればよいのでしょうか。自分
たちが考えた「まちづくりプラン」を友達に伝えて話し合ってみましょう。

（例） 「緑を残
のこ

してほしいし，地
ち

域
いき

の人のつながりも強めたいから，
『様々な人が楽しめる公園を作り，交流できるイベントを
ふやす。』なんていうのはどうだろう。」
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いろいろな場所にいってみよう。

● 地域のしせつの見学● 
調布市のうつりかわり

郷
きょうどはくぶつかん

土博物館の資
しりょう
料郷

きょうどはくぶつかん

土博物館

　調布市には，昔のようすを知ることができるしせつが多くあります。

〇郷
きょうどはくぶつかん

土博物館

　昔の家で使われていた道具，行事やお祭りなどのようすをかいた

絵，古い地図などがあります。これらを見ると，今の生活とずいぶ

んちがうことがわかります。

　博
はくぶつかん

物館には「学
がくげいいん

芸員」という方がいらっしゃいます。調布市に

伝わる「年
ねんちゅうぎょうじ

中行事」や「文
ぶん

化
か

ざい」について話を聞いてみましょう。

　また，自分たちの調べたいことのたくさんの手がかりになる資
し

料
りょう

があります。
自分が聞きたいことを，

考えておくといいね。



100

深大寺の「釈迦如来像」は，

国宝に指定されたんだね。

○深
じんだいじ

大寺

調布の文化ざいについて
布
ふ だ て ん じ ん

多天神の「市」や深
じ ん だ い じ

大寺の「だ

るま市」など，むかしから今に伝え

られているものがたくさんあります。

また国
こくほう

宝に指
し て い

定された「釈
しゃ か に ょ ら い ぞ う

迦如来像」

をはじめ多くの「文化ざい」が調布

にはあり，昔のようすを教えてくれ

る大切なものです。

「だるま市」「だるま市」

国宝「釈迦如来像」

「ほおずき市」

国
こくほうはくほうしゃかにょらいぞうほうげいしき
宝白鳳釈迦如来像奉迎式深大寺　本堂深大寺　本堂
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〇武
むしゃのこうじさねあつきねんかん

者小路実篤記念館

　武
むしゃのこうじさねあつ

者小路実篤は、有
ゆうめい

名な作
さ っ か

家で，調布の町で，さまざまな作品を

作った方です。記
きねんかん

念館には実
じっさい

際に住んでいた家や資
しりょう

料があります。

調布のことについての資料もたくさんのこっています。

２つの場所は，床の高さを変えて部屋の使い方をすみ分けています。
　緑色のスペース：仕事をしたり，来客と会う場所　　
　オレンジ色のスペース：寝起きや食事など，生活をする場所
足腰が弱ってからは，この段差の上り下りがつらかったそうです。

イラスト提供
『デザイン室あとりえ』

客間

居室

サンルーム

テラス

台所

浴室

玄関 ロビー

応接室
仕事部屋

武者小路実篤が住んでいた家
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〇深
じんだいじすいしゃかん

大寺水車館

　深大寺水車館には，昔の道具がのこされています。

　深大寺水車館は，明
め い じ じ だ い

治時代の共
きょうどう

同水車があった場所に作られたし

せつで，水車を使って米をついたり，粉
こな

を作ったりすることもでき

ます。

この道具は，何に使うためのものでしょうか。

上の水車と製
せいふんせいまい

粉精米の機
き か い

械は，つながって

いるんだよ。水車が回
かいてん

転することによって，

機
き か い

械が動
うご

くんだね。

水車による製
せい ふ ん せ い ま い

粉精米の様
よ う す

子

水車

深大寺水車館（養蚕の道具）
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四
九

四
七

四
六

四
五

四
三

四
二

四
一

四
○

三
九

三
八

三
七

三
六

三
四

三
四

三
○

二
七

二
七

二
四

二
三

二
○

一
六

一
四

一
〇

八昭
和
五

一
九
八
七

一
九
八
五

一
九
八
一

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
五

一
九
七
四

一
九
七
二

一
九
七
一

一
九
七
〇

一
九
六
八

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
五

一
九
五
二

一
九
五
二

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
五

一
九
四
一

一
九
三
九

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三
一

八
雲
苑え

ん

が
で
き
る
。（
十
九
万
人
）

八
月
一
日
に
木
島
平
村
と
姉
妹
都
市
盟め

い

約や
く

を
結む

す

ぶ
。

調
布
市
総
合
体
育
館
が
で
き
る
。

布
田
小
学
校
が
で
き
る
。

国
領
小
学
校
が
で
き
る
。

柏
野
小
学
校
が
で
き
る
。
実
篤
公
園
が
で
き
る
。

市
民
福ふ

く

祉し

会
館
（
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
）
が
で
き
る
。（
十
八
万
人
）

飛
田
給
小
学
校
が
で
き
る
。

京
王
線
が
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
ま
で
の
び
る
。
郷
土
博
物
館
が
で
き
る
。（
十
七
万
人
）

杉
森
小
学
校
，
大
町
小
学
校
が
で
き
る
。

市
民
プ
ー
ル
が
で
き
る
。

多
摩
川
小
学
校
が
で
き
る
。

北
ノ
台
小
学
校
が
で
き
る
。

中
央
自
動
車
道
（
調
布
〜
八
王
子
）
が
開
通
す
る
。（
十
五
万
人
）

染
地
小
学
校
が
で
き
る
。
中
央
図
書
館
が
で
き
る
。

野
川
小
学
校
，
緑
ヶ
丘
小
学
校
が
で
き
る
。
は
じ
め
て
の
児
童
館
が
で
き
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
マ
ラ
ソ
ン
選せ

ん

手し
ゅ

が
，
甲
州
街
道
を
走
る
。（
十
万
人
）

若
葉
小
学
校
が
で
き
る
。

神
代
植し

ょ
く
ぶ
つ物
公
園
が
で
き
る
。
調
布
市
に
ガ
ス
が
ひ
か
れ
る
。

公
民
館
が
で
き
る
。（
七
万
人
）

第
一
浄じ

ょ
う
す
い
じ
ょ
う

水
場
が
で
き
，
水
道
が
ひ
か
れ
は
じ
め
る
。

石
原
小
学
校
が
で
き
る
。

調
布
町
，
神
代
町
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
調
布
市
と
な
る
。（
四
万
五
千
人
）

八
雲
台
小
学
校
，
富
士
見
台
小
学
校
が
で
き
る
。

神
代
村
が
神
代
町
に
な
る
。

上
ノ
原
小
学
校
が
で
き
る
。

第
三
小
学
校
が
で
き
る
。

第
二
小
学
校
が
で
き
る
。
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
。

太
平
洋
戦せ

ん

争そ
う

が
始
ま
る
。

調
布
飛
行
場
が
で
き
る
。

多
摩
川
原
橋
が
で
き
る
。

多
摩
川
の
花
火
大
会
始
ま
る
。

甲
州
街
道
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗ほ

装そ
う

に
な
る
。

大正のころ

一
二

一
○

九五四大
正
二

一
九
二
三

一
九
二
一

一
九
二
○

一
九
一
六

一
九
一
五

一
九
一
三

関
東
大
震
災
が
起
こ
る
。

電
話
が
ひ
か
れ
る
。（
交こ

う

換か
ん

電
話
）

多
摩
川
の
砂じ

ゃ

利り

取
り
が
は
じ
ま
る
。
京
王
線
（
新
宿
〜
調
布
）
が
複ふ

く

線せ
ん

に
な
る
。

京
王
線
が
府
中
ま
で
の
び
る
。

は
じ
め
て
電
灯
が
つ
く
。
京
王
線
が
新
宿
ま
で
の
び
る
。

京
王
線
（
笹
塚
〜
調
布
）
が
開
通
す
る
。

明治のころ

三
五

二
二

六六五四明
治
元

一
九
○
一

一
八
八
九

一
八
七
三

一
八
七
二

一
八
七
二

一
八
七
一

一
八
六
八

調
布
小
学
校
（
今
の
第
一
小
学
校
）
が
で
き
る
。

深
大
寺
村
な
ど
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
，
神
代
村
と
な
る
。
甲こ

う

武ぶ

鉄て
つ

道ど
う

（
今
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
）
新
宿
〜
立
川
が
開か

い

通つ
う

す
る
。

布
田
五
宿
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
調
布
町
と
な
る
。

深
大
寺
小
学
校
が
で
き
る
。

滝
坂
小
学
校
が
で
き
る
。

郵
便
局
が
下
布
田
に
ひ
ら
か
れ
る
。

富と
み

沢ざ
わ

松ま
つ

之の

助す
け

を
中
心
に
深
大
寺
用
水
を
つ
く
る
。

寺
子
屋
，
私し

塾じ
ゅ
く

が
あ
っ
た
。

江戸時代

一
七
二
三

一
六
五
四

一
六
○
四

一
六
○
三

一
六
○
二

武
蔵
野
の
開
発
が
す
す
み
，
新
田
が
ほ
う
ぼ
う
に
で
き
る
。

玉
川
上
水
が
で
き
る
。

甲
州
街
道
を
含
む
五
つ
の
街
道
が
定
め
ら
れ
，
一い

ち

里り

塚づ
か

が
で
き
る
。

徳と
く
が
わ
い
え
や
す

川
家
康
が
，
江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

を
開
く
。

甲
州
街
道
が
ひ
ら
か
れ
る
。

大むかし
　
　

七
三
三

七
○
三

深
大
寺
が
で
き
る
。（
寺
の
言
い
伝
え
に
よ
る
）

府
中
に
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
の
国こ

く

府ふ

が
お
か
れ
る
。

米
作
り
が
伝
わ
り
，
村
が
で
き
る
。

武む

蔵さ
し

野の

に
人
が
す
み
は
じ
め
る
。

時 

代

和わ

暦れ
き

西せ
い

暦れ
き

主お
も

な
出で

来き

事ご
と　

（　
）
の
人
数
は
人
口



　 　 　 　  調 布 の う つ り か わ り
令和

三令
和
元

二
○
二
一

二
○
一
九

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。

平成のころ

二
九

二
五

二
四

一
七

一
二

一
一

一
○

八七平
成
三

二
○
一
七

二
○
一
三

二
○
一
二

二
○
○
五

二
○
○
○

一
九
九
九

一
九
九
八

一
九
九
六

一
九
九
五

一
九
九
一

調
布
名め

い

誉よ

市
民　
水
木
し
げ
る
さ
ん
逝せ

い

去き
ょ

。
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
が
で
き
る
。

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ふ
じ
み
が
で
き
る
。
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
（
国
体
）
が
開
催
さ
れ
る
。

京
王
線
調
布
駅
付
近
が
地
下
化
さ
れ
る
。

市
制
五
十
周
年
を
む
か
え
る
。（
二
十
万
人
）

東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
（
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
）
が
で
き
る
。

野
川
小
学
校
と
大
町
小
学
校
を
あ
わ
せ
て
調
和
小
学
校
が
で
き
る
。

調
布
エ
フ
エ
ム
放
送
が
開
局
す
る
。
Ｆ
Ｃ
東
京
が
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
る
。

特と
く

別べ
つ

養よ
う

護ご

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
，
ち
ょ
う
ふ
の
里
が
で
き
る
。

文
化
会
館
た
づ
く
り
が
で
き
る
。
中
央
図
書
館
が
た
づ
く
り
内
に
移い

転て
ん

す
る
。

調
布
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
開
局
す
る
。

昭和のころ

六
二

六
○

五
六

五
四

五
三

五
二

五
〇

四
九

四
七

四
六

四
五

四
三

四
二

四
一

四
○

三
九

三
八

三
七

三
六

三
四

三
四

三
○

二
七

二
七

二
四

二
三

二
○

一
六

一
四

一
〇

八昭
和
五

一
九
八
七

一
九
八
五

一
九
八
一

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
五

一
九
七
四

一
九
七
二

一
九
七
一

一
九
七
〇

一
九
六
八

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
五

一
九
五
二

一
九
五
二

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
五

一
九
四
一

一
九
三
九

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三
一

八
雲
苑え

ん

が
で
き
る
。（
十
九
万
人
）

八
月
一
日
に
木
島
平
村
と
姉
妹
都
市
盟め

い

約や
く

を
結む

す

ぶ
。

調
布
市
総
合
体
育
館
が
で
き
る
。

布
田
小
学
校
が
で
き
る
。

国
領
小
学
校
が
で
き
る
。

柏
野
小
学
校
が
で
き
る
。
実
篤
公
園
が
で
き
る
。

市
民
福ふ

く

祉し

会
館
（
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
）
が
で
き
る
。（
十
八
万
人
）

飛
田
給
小
学
校
が
で
き
る
。

京
王
線
が
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
ま
で
の
び
る
。
郷
土
博
物
館
が
で
き
る
。（
十
七
万
人
）

杉
森
小
学
校
，
大
町
小
学
校
が
で
き
る
。

市
民
プ
ー
ル
が
で
き
る
。

多
摩
川
小
学
校
が
で
き
る
。

北
ノ
台
小
学
校
が
で
き
る
。

中
央
自
動
車
道
（
調
布
〜
八
王
子
）
が
開
通
す
る
。（
十
五
万
人
）

染
地
小
学
校
が
で
き
る
。
中
央
図
書
館
が
で
き
る
。

野
川
小
学
校
，
緑
ヶ
丘
小
学
校
が
で
き
る
。
は
じ
め
て
の
児
童
館
が
で
き
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
マ
ラ
ソ
ン
選せ

ん

手し
ゅ

が
，
甲
州
街
道
を
走
る
。（
十
万
人
）

若
葉
小
学
校
が
で
き
る
。

神
代
植し

ょ
く
ぶ
つ物
公
園
が
で
き
る
。
調
布
市
に
ガ
ス
が
ひ
か
れ
る
。

公
民
館
が
で
き
る
。（
七
万
人
）

第
一
浄じ

ょ
う
す
い
じ
ょ
う

水
場
が
で
き
，
水
道
が
ひ
か
れ
は
じ
め
る
。

石
原
小
学
校
が
で
き
る
。

調
布
町
，
神
代
町
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
調
布
市
と
な
る
。（
四
万
五
千
人
）

八
雲
台
小
学
校
，
富
士
見
台
小
学
校
が
で
き
る
。

神
代
村
が
神
代
町
に
な
る
。

上
ノ
原
小
学
校
が
で
き
る
。

第
三
小
学
校
が
で
き
る
。

第
二
小
学
校
が
で
き
る
。
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
。

太
平
洋
戦せ

ん

争そ
う

が
始
ま
る
。

調
布
飛
行
場
が
で
き
る
。

多
摩
川
原
橋
が
で
き
る
。

多
摩
川
の
花
火
大
会
始
ま
る
。

甲
州
街
道
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗ほ

装そ
う

に
な
る
。

大正のころ

一
二

一
○

九五四大
正
二

一
九
二
三

一
九
二
一

一
九
二
○

一
九
一
六

一
九
一
五

一
九
一
三

関
東
大
震
災
が
起
こ
る
。

電
話
が
ひ
か
れ
る
。（
交こ

う

換か
ん

電
話
）

多
摩
川
の
砂じ

ゃ

利り

取
り
が
は
じ
ま
る
。
京
王
線
（
新
宿
〜
調
布
）
が
複ふ

く

線せ
ん

に
な
る
。

京
王
線
が
府
中
ま
で
の
び
る
。

は
じ
め
て
電
灯
が
つ
く
。
京
王
線
が
新
宿
ま
で
の
び
る
。

京
王
線
（
笹
塚
〜
調
布
）
が
開
通
す
る
。

明治のころ

三
五

二
二

六六五四明
治
元

一
九
○
一

一
八
八
九

一
八
七
三

一
八
七
二

一
八
七
二

一
八
七
一

一
八
六
八

調
布
小
学
校
（
今
の
第
一
小
学
校
）
が
で
き
る
。

深
大
寺
村
な
ど
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
，
神
代
村
と
な
る
。
甲こ

う

武ぶ

鉄て
つ

道ど
う

（
今
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
）
新
宿
〜
立
川
が
開か

い

通つ
う

す
る
。

布
田
五
宿
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
調
布
町
と
な
る
。

深
大
寺
小
学
校
が
で
き
る
。

滝
坂
小
学
校
が
で
き
る
。

郵
便
局
が
下
布
田
に
ひ
ら
か
れ
る
。

富と
み

沢ざ
わ

松ま
つ

之の

助す
け

を
中
心
に
深
大
寺
用
水
を
つ
く
る
。

寺
子
屋
，
私し

塾じ
ゅ
く

が
あ
っ
た
。

江戸時代

一
七
二
三

一
六
五
四

一
六
○
四

一
六
○
三

一
六
○
二

武
蔵
野
の
開
発
が
す
す
み
，
新
田
が
ほ
う
ぼ
う
に
で
き
る
。

玉
川
上
水
が
で
き
る
。

甲
州
街
道
を
含
む
五
つ
の
街
道
が
定
め
ら
れ
，
一い

ち

里り

塚づ
か

が
で
き
る
。

徳と
く
が
わ
い
え
や
す

川
家
康
が
，
江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

を
開
く
。

甲
州
街
道
が
ひ
ら
か
れ
る
。

大むかし
　
　

七
三
三

七
○
三

深
大
寺
が
で
き
る
。（
寺
の
言
い
伝
え
に
よ
る
）

府
中
に
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
の
国こ

く

府ふ

が
お
か
れ
る
。

米
作
り
が
伝
わ
り
，
村
が
で
き
る
。

武む

蔵さ
し

野の

に
人
が
す
み
は
じ
め
る
。

時 

代

和わ

暦れ
き

西せ
い

暦れ
き

主お
も

な
出で

来き

事ご
と　

（　
）
の
人
数
は
人
口

　 　 　 　  調 布 の う つ り か わ り
令和

三令
和
元

二
○
二
一

二
○
一
九

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
。

平成のころ

二
九

二
五

二
四

一
七

一
二

一
一

一
○

八七平
成
三

二
○
一
七

二
○
一
三

二
○
一
二

二
○
○
五

二
○
○
○

一
九
九
九

一
九
九
八

一
九
九
六

一
九
九
五

一
九
九
一

調
布
名め

い

誉よ

市
民　
水
木
し
げ
る
さ
ん
逝せ

い

去き
ょ

。
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
が
で
き
る
。

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ふ
じ
み
が
で
き
る
。
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
（
国
体
）
が
開
催
さ
れ
る
。

京
王
線
調
布
駅
付
近
が
地
下
化
さ
れ
る
。

市
制
五
十
周
年
を
む
か
え
る
。（
二
十
万
人
）

東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
（
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
）
が
で
き
る
。

野
川
小
学
校
と
大
町
小
学
校
を
あ
わ
せ
て
調
和
小
学
校
が
で
き
る
。

調
布
エ
フ
エ
ム
放
送
が
開
局
す
る
。
Ｆ
Ｃ
東
京
が
創そ

う

設せ
つ

さ
れ
る
。

特と
く

別べ
つ

養よ
う

護ご

老ろ
う

人じ
ん

ホ
ー
ム
，
ち
ょ
う
ふ
の
里
が
で
き
る
。

文
化
会
館
た
づ
く
り
が
で
き
る
。
中
央
図
書
館
が
た
づ
く
り
内
に
移い

転て
ん

す
る
。

調
布
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
開
局
す
る
。

昭和のころ

六
二

六
○

五
六

五
四

五
三

五
二

五
〇

四
九

四
七

四
六

四
五

四
三

四
二

四
一

四
○

三
九

三
八

三
七

三
六

三
四

三
四

三
○

二
七

二
七

二
四

二
三

二
○

一
六

一
四

一
〇

八昭
和
五

一
九
八
七

一
九
八
五

一
九
八
一

一
九
七
九

一
九
七
八

一
九
七
七

一
九
七
五

一
九
七
四

一
九
七
二

一
九
七
一

一
九
七
〇

一
九
六
八

一
九
六
七

一
九
六
六

一
九
六
五

一
九
六
四

一
九
六
三

一
九
六
二

一
九
六
一

一
九
五
九

一
九
五
八

一
九
五
五

一
九
五
二

一
九
五
二

一
九
四
九

一
九
四
八

一
九
四
五

一
九
四
一

一
九
三
九

一
九
三
五

一
九
三
三

一
九
三
一

八
雲
苑え

ん

が
で
き
る
。（
十
九
万
人
）

八
月
一
日
に
木
島
平
村
と
姉
妹
都
市
盟め

い

約や
く

を
結む

す

ぶ
。

調
布
市
総
合
体
育
館
が
で
き
る
。

布
田
小
学
校
が
で
き
る
。

国
領
小
学
校
が
で
き
る
。

柏
野
小
学
校
が
で
き
る
。
実
篤
公
園
が
で
き
る
。

市
民
福ふ

く

祉し

会
館
（
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
）
が
で
き
る
。（
十
八
万
人
）

飛
田
給
小
学
校
が
で
き
る
。

京
王
線
が
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
ま
で
の
び
る
。
郷
土
博
物
館
が
で
き
る
。（
十
七
万
人
）

杉
森
小
学
校
，
大
町
小
学
校
が
で
き
る
。

市
民
プ
ー
ル
が
で
き
る
。

多
摩
川
小
学
校
が
で
き
る
。

北
ノ
台
小
学
校
が
で
き
る
。

中
央
自
動
車
道
（
調
布
〜
八
王
子
）
が
開
通
す
る
。（
十
五
万
人
）

染
地
小
学
校
が
で
き
る
。
中
央
図
書
館
が
で
き
る
。

野
川
小
学
校
，
緑
ヶ
丘
小
学
校
が
で
き
る
。
は
じ
め
て
の
児
童
館
が
で
き
る
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
マ
ラ
ソ
ン
選せ

ん

手し
ゅ

が
，
甲
州
街
道
を
走
る
。（
十
万
人
）

若
葉
小
学
校
が
で
き
る
。

神
代
植し

ょ
く
ぶ
つ物
公
園
が
で
き
る
。
調
布
市
に
ガ
ス
が
ひ
か
れ
る
。

公
民
館
が
で
き
る
。（
七
万
人
）

第
一
浄じ

ょ
う
す
い
じ
ょ
う

水
場
が
で
き
，
水
道
が
ひ
か
れ
は
じ
め
る
。

石
原
小
学
校
が
で
き
る
。

調
布
町
，
神
代
町
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
調
布
市
と
な
る
。（
四
万
五
千
人
）

八
雲
台
小
学
校
，
富
士
見
台
小
学
校
が
で
き
る
。

神
代
村
が
神
代
町
に
な
る
。

上
ノ
原
小
学
校
が
で
き
る
。

第
三
小
学
校
が
で
き
る
。

第
二
小
学
校
が
で
き
る
。
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
。

太
平
洋
戦せ

ん

争そ
う

が
始
ま
る
。

調
布
飛
行
場
が
で
き
る
。

多
摩
川
原
橋
が
で
き
る
。

多
摩
川
の
花
火
大
会
始
ま
る
。

甲
州
街
道
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗ほ

装そ
う

に
な
る
。

大正のころ

一
二

一
○

九五四大
正
二

一
九
二
三

一
九
二
一

一
九
二
○

一
九
一
六

一
九
一
五

一
九
一
三

関
東
大
震
災
が
起
こ
る
。

電
話
が
ひ
か
れ
る
。（
交こ

う

換か
ん

電
話
）

多
摩
川
の
砂じ

ゃ

利り

取
り
が
は
じ
ま
る
。
京
王
線
（
新
宿
〜
調
布
）
が
複ふ

く

線せ
ん

に
な
る
。

京
王
線
が
府
中
ま
で
の
び
る
。

は
じ
め
て
電
灯
が
つ
く
。
京
王
線
が
新
宿
ま
で
の
び
る
。

京
王
線
（
笹
塚
〜
調
布
）
が
開
通
す
る
。

明治のころ

三
五

二
二

六六五四明
治
元

一
九
○
一

一
八
八
九

一
八
七
三

一
八
七
二

一
八
七
二

一
八
七
一

一
八
六
八

調
布
小
学
校
（
今
の
第
一
小
学
校
）
が
で
き
る
。

深
大
寺
村
な
ど
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
，
神
代
村
と
な
る
。
甲こ

う

武ぶ

鉄て
つ

道ど
う

（
今
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
）
新
宿
〜
立
川
が
開か

い

通つ
う

す
る
。

布
田
五
宿
が
い
っ
し
ょ
に
な
り
調
布
町
と
な
る
。

深
大
寺
小
学
校
が
で
き
る
。

滝
坂
小
学
校
が
で
き
る
。

郵
便
局
が
下
布
田
に
ひ
ら
か
れ
る
。

富と
み

沢ざ
わ

松ま
つ

之の

助す
け

を
中
心
に
深
大
寺
用
水
を
つ
く
る
。

寺
子
屋
，
私し

塾じ
ゅ
く

が
あ
っ
た
。

江戸時代

一
七
二
三

一
六
五
四

一
六
○
四

一
六
○
三

一
六
○
二

武
蔵
野
の
開
発
が
す
す
み
，
新
田
が
ほ
う
ぼ
う
に
で
き
る
。

玉
川
上
水
が
で
き
る
。

甲
州
街
道
を
含
む
五
つ
の
街
道
が
定
め
ら
れ
，
一い

ち

里り

塚づ
か

が
で
き
る
。

徳と
く
が
わ
い
え
や
す

川
家
康
が
，
江え

戸ど

幕ば
く

府ふ

を
開
く
。

甲
州
街
道
が
ひ
ら
か
れ
る
。

大むかし
　
　

七
三
三

七
○
三

深
大
寺
が
で
き
る
。（
寺
の
言
い
伝
え
に
よ
る
）

府
中
に
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
の
国こ

く

府ふ

が
お
か
れ
る
。

米
作
り
が
伝
わ
り
，
村
が
で
き
る
。

武む

蔵さ
し

野の

に
人
が
す
み
は
じ
め
る
。

時 

代

和わ

暦れ
き

西せ
い

暦れ
き

主お
も

な
出で

来き

事ご
と　

（　
）
の
人
数
は
人
口



め てあ

姉妹都市「木島平村」について知ろう。

・面積
せき
　99.32平方キロメートル

・標
ひょう
高　335メートル

・人口　4,375人
（令和2年10月1日国勢調査）

　長野県の北
ほくたん

端に位置する木島平村は，スキーリゾートや日本一
美しいといわれるブナの原

げんせいりん

生林が広がるカヤの平
だいらこうげん

高原や，そこか
ら流れ出す豊かな水などの大自然に恵

めぐ

まれています。
　調布市と木島平村は教育，文化，スポーツ，産業などの分野で
の交流を通し住民同士のふれあいを深めながら両市村の発

はってん

展を図
はか

ることを目指して，昭和60年８月１日に姉妹都市盟
めいやく

約を結
むす

び，令
和７年で盟

めいやく

約40周
しゅう

年を迎
むか

えます。

　スノーリゾートロマンスの神様は，左右
に広く山々の景

け し き

色が楽しめるゲレンデです。
初
しょ

級者から上級者そして家族みんなが雪と
親しむことができます。
　また，スキー場内には，そり専

せん

用の「キッ
ズパーク」があり，プラスチックそりやチュー
ビングを貸

かし

出しています。

　馬
ま

曲
ぐせ

川上流の山
さんかん

間
に位

い ち

置する人気の秘
ひ

湯で，目の前に高
こう

社
しゃ

山
さん

がそびえる，源
げんせ ん

泉
かけ流しの絶

ぜっけい

景露
ろ

天
てん

風呂です。

木島平村ってこんな村

スノーリゾートロマンスの神様

馬
ま
曲
ぐせ
温泉 木島平村の魅力を

調べてみよう。
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　長野県の北
ほくたん

端に位置する木島平村は，スキーリゾートや日本一
美しいといわれるブナの原

げんせいりん

生林が広がるカヤの平
だいらこうげん

高原や，そこか
ら流れ出す豊かな水などの大自然に恵
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まれています。
　調布市と木島平村は教育，文化，スポーツ，産業などの分野で
の交流を通し住民同士のふれあいを深めながら両市村の発

はってん

展を図
はか

ることを目指して，昭和60年８月１日に姉妹都市盟
めいやく

約を結
むす

び，令
和７年で盟

めいやく

約40周
しゅう

年を迎
むか

えます。

　スノーリゾートロマンスの神様は，左右
に広く山々の景

け し き

色が楽しめるゲレンデです。
初
しょ

級者から上級者そして家族みんなが雪と
親しむことができます。
　また，スキー場内には，そり専

せん

用の「キッ
ズパーク」があり，プラスチックそりやチュー
ビングを貸

かし

出しています。

　馬
ま

曲
ぐせ

川上流の山
さんかん

間
に位

い ち

置する人気の秘
ひ

湯で，目の前に高
こう

社
しゃ

山
さん

がそびえる，源
げんせ ん

泉
かけ流しの絶

ぜっけい

景露
ろ

天
てん

風呂です。

木島平村ってこんな村

スノーリゾートロマンスの神様

馬
ま
曲
ぐせ
温泉 木島平村の魅力を

調べてみよう。

交流ツアー（田植え）

市民体育祭冬季大会　スキー競技大会

食育（木島平米を使用した調布市の学校給食）

　木島平村の特
とくさん

産品や旬
しゅん

の野菜
さい

などを販
はん

売していま
す。観

かん

光情
じょうほう

報も取り揃
そろ

えています。

木島平村の特
とくさん
産品って

なんだろう。

木島平米やアスパラガ
ス，十割

わり
そばがあるね。

他にもいろいろな取組
があるみたいだよ。
木島平村についてもっ
と調べてみよう。

調布市で木島平村の特
とく

産
さん
品を買えるところが

あるよ。

木島平村アンテナショップ　新鮮
せん
屋

調布市と木島平村のこれまでの取組

木島平村紹介動画



４ 生 向 て年 に け
私
わたしたち

達が出
だ

したごみは、どのように
処
しょ

理
り

されているのだろうか。

ごみ処
しょ

理
り

施
し

設
せつ

　ふじみ衛
えいせいくみあい

生組合では、調
ちょ

布
うふ

市
し

約
やく

２４万
まん

人
にん

、三
み

鷹
たか

市
し

約
やく

１９万
まん

人
にん

、

合
ごう

計
けい

約
やく

４３万
まん

人
にん

の市
し

民
みん

から日
ひ

々
び

の生
せい

活
かつ

に伴
ともな

って排
はいしゅつ

出されるごみの

処
しょ

理
り

を行
おこな

っています。

　燃
も

やせるごみは「クリーンプラザふじみ」に、燃
も

やせないごみ

は「リサイクルセンター」に搬
はんにゅう

入されます。

《調
ちょ

布
うふ

市
し

のごみのゆくえ》

《３Ｒに取
と

り組
く

もう！》

Reduce（リデュース）

燃
も
やせるごみ

燃
も
やせないごみ

有
ゆうがい
害ごみ

ペットボトル
プラスチック類

るい

ごみをなるべく出
だ
さない！

Reuse（リユース） 繰
く
り返

かえ
し使

つか
う！

Recycle（リサイクル） 資
し
源
げん
に戻

もど
してからもう一

いち
度
ど
使
つか
う！

クリーンプラザふじみ

リサイクルセンター

令和７年度「わたしたちの調布」の編集にたずさわった人

○小学校社会科副読本作成委員会（令和５年度）　※３年に一度の開催

第三小学校　　　校長 秋　國　光　宏 若葉小学校　　　副校長 小　林　義　史

第一小学校　　　主任教諭 中　島　　　光 緑ヶ丘小学校　　教諭 岳　野　成　晃

第二小学校　　　教諭 齊　戸　絵　美 染地小学校　　　教諭 宮　原　優　花

第三小学校　　　教諭 大　島　慧太郎 北ノ台小学校　　主任教諭 田　村　直　樹　

八雲台小学校　　主任教諭 八　木　菜保子 多摩川小学校　　主任教諭 山　岡　真由美

富士見台小学校　主任教諭 柴　田　芙紗子 杉森小学校　　　主任教諭 鈴　木　千　晃

滝坂小学校　　　教諭 藤　井　雅　俊 飛田給小学校　　主任教諭 藤　井　有　希

深大寺小学校　　教諭 大　塚　空　翔 柏野小学校　　　主任教諭 綾　部　剣之介

上ノ原小学校　　主幹教諭 小　松　陽　子 国領小学校　　　主任教諭 杉　本　弘　明

石原小学校　　　主任教諭 藤　田　大　輔 布田小学校　　　教諭 養　田　由紀子

若葉小学校　　　主任教諭 野　牧　道　夫 調和小学校　　　主任教諭 高　橋　景　子

○調布市教育委員会

副参事兼指導室長 小　林　　　力 学校教育担当課長 三　井　　　豊

統括指導主事 門　田　英　朗 統括指導主事 海馬澤　一　人

指導主事 林　　　由佳子 指導主事 小宮山　香　織

指導主事 髙　木　克　将 指導主事 岩　田　　　歩

副主幹兼指導係長 佐　藤　晋太郎 主任 笹　本　知　貴

〇取材及び資料提供にご協力いただいたところ（順不同）
・東京フットボールクラブ株式会社　・深大寺　・西光寺　・調布警察署警務課・交通課　
・調布消防署　・調布消防団第二分団　・東京消防庁企画調整部広報課報道係
・上ノ原まちづくりの会副会長　長原碩之さん　・明瀬喜久代さん　・新井佑一郎さん
・有限会社ツバサモータース会長　川

かわ
端
ばた
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・小田急バス　・東芝未来館　・調布市武者小路実篤記念館　・デザイン室あとりえ　
・深大寺水車館　株式会社西山商店　・都市計画課　・広報課　・交通対策課　・総務課
・農政課　・企画経営課　・秘書課
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クリーンプラザふじみ

リサイクルセンター

令和７年度「わたしたちの調布」の編集にたずさわった人

○小学校社会科副読本作成委員会（令和５年度）　※３年に一度の開催

第三小学校　　　校長 秋　國　光　宏 若葉小学校　　　副校長 小　林　義　史

第一小学校　　　主任教諭 中　島　　　光 緑ヶ丘小学校　　教諭 岳　野　成　晃

第二小学校　　　教諭 齊　戸　絵　美 染地小学校　　　教諭 宮　原　優　花

第三小学校　　　教諭 大　島　慧太郎 北ノ台小学校　　主任教諭 田　村　直　樹　

八雲台小学校　　主任教諭 八　木　菜保子 多摩川小学校　　主任教諭 山　岡　真由美

富士見台小学校　主任教諭 柴　田　芙紗子 杉森小学校　　　主任教諭 鈴　木　千　晃

滝坂小学校　　　教諭 藤　井　雅　俊 飛田給小学校　　主任教諭 藤　井　有　希

深大寺小学校　　教諭 大　塚　空　翔 柏野小学校　　　主任教諭 綾　部　剣之介

上ノ原小学校　　主幹教諭 小　松　陽　子 国領小学校　　　主任教諭 杉　本　弘　明

石原小学校　　　主任教諭 藤　田　大　輔 布田小学校　　　教諭 養　田　由紀子

若葉小学校　　　主任教諭 野　牧　道　夫 調和小学校　　　主任教諭 高　橋　景　子

○調布市教育委員会

副参事兼指導室長 小　林　　　力 学校教育担当課長 三　井　　　豊

統括指導主事 門　田　英　朗 統括指導主事 海馬澤　一　人

指導主事 林　　　由佳子 指導主事 小宮山　香　織

指導主事 髙　木　克　将 指導主事 岩　田　　　歩

副主幹兼指導係長 佐　藤　晋太郎 主任 笹　本　知　貴

〇取材及び資料提供にご協力いただいたところ（順不同）
・東京フットボールクラブ株式会社　・深大寺　・西光寺　・調布警察署警務課・交通課　
・調布消防署　・調布消防団第二分団　・東京消防庁企画調整部広報課報道係
・上ノ原まちづくりの会副会長　長原碩之さん　・明瀬喜久代さん　・新井佑一郎さん
・有限会社ツバサモータース会長　川
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端
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さん　・株式会社沈菜館　・JUKI 株式会社　

・東亜トレーディング株式会社　・株式会社成城石井　・株式会社浜食　
・クイーンズ伊勢丹仙川店　・調布市郷土博物館　・キューピー　・京王電鉄　
・小田急バス　・東芝未来館　・調布市武者小路実篤記念館　・デザイン室あとりえ　
・深大寺水車館　株式会社西山商店　・都市計画課　・広報課　・交通対策課　・総務課
・農政課　・企画経営課　・秘書課
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